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こ
の
差
を
「
た
と
え
三・
六
歳

長
生
き
し
た
と
こ
ろ
で
、若
い
人

に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
だ
。
医

療
費
が
か
か
っ
て
国
に
も
迷
惑

を
か
け
る
」
と
考
え
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
表
２
を
見
て
く
だ

さ
い
。
長
野
・
青
森
両
県
の
男

性
の
年
代
別
死
亡
率
（
全
死

因
）
で
は
、
各
年
代
と
も
青
森

県
の
死
亡
率
が
長
野
県
を
上
回

り
、
と
く
に
四
十
歳
代
は
実
に

約
二
倍
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

差
を
計
算
し
て
い
く
と
、
た
っ

た
ひ
と
つ
の
数
字
で
あ
る
平
均

寿
命
の
差
三
・
六
歳
に
行
き
着

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
・
六

歳
は
人
生
最
後
の
部
分
の
差
で

は
な
い
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
青
森
県
の
平

均
寿
命
対
策
は
、「
お
年
寄
り

が
元
気
で
長
生
き
」（
こ
れ
も

大
切
で
す
が
）
と
同
時
に
「
早

死
を
減
ら
す
」
対
策
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
こ
の
理
解
が
な
い
と
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青
森
県
民
の
平
均
寿
命
に
つ
い
て

医
学
研
究
科
長　

中　

路　

重　

之

　

最
短
の
青
森
県
の

平
均
寿
命　

　

私
が
社
会
医
学
講
座
で
研
究

の
対
象
と
し
て
い
る
「
青
森
県

民
の
平
均
寿
命
」
に
つ
き
、
臨

床
や
他
の
基
礎
医
学
の
先
生
方

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く

こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
医
学
部
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
か

ら
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
の
都
道
府
県

平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
が
二
月

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県

は
ま
た
も
や
男
女
と
も
全
国
最

下
位（
最
短
）で
し
た（
表
１
）。

　

平
均
寿
命
対
策
が
難
し
い
こ

と
の
理
由
と
し
て
、
そ
の
成
り

立
ち
が
複
雑
で
、
あ
る
意
味
ぼ

ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

短
命
の
根
元
に
は
、
気
候
、

文
化
、
気
質
、
経
済
、
教
育
な

ど
大
き
な
基
盤
が
あ
り
、
そ
れ

が
直
接
的
間
接
的
に
生
活
習
慣

な
ど
に
影
響
し
て
、
そ
し
て
平

均
寿
命
（
短
命
）
と
い
う
一
つ

の
数
字
に
行
き
着
く
の
で
す
。

つ
ま
り
、
平
均
寿
命
を
分
析
し

対
策
を
練
る
に
は
こ
の
よ
う
な

根
元
の
部
分
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
性
ま
で
見
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
寿
命
対
策
の

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
の
青
森
県
と

長
野
県
の
平
均
寿
命
に
は
、
男

性
で
三・六
歳
の
差
が
あ
り
ま
す
。

「
短
命
を
な
ん
と
か
し
よ
う
」

と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

　

別
の
観
点
か
ら
。
青
森
県
民

が
長
野
県
と
同
じ
よ
う
な
死
亡

率
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
現

実
の
青
森
県
の
一
年
間
の
死
亡

数
が
約
三
、〇
〇
〇
減
少
し
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
長
野
県
よ

り
三
、〇
〇
〇
人
余
分
（
青
森

県
の
年
間
死
亡
数
一
六
、〇
〇

〇
の
二
割
弱
）
に
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
、
こ
の
数
字
に
は
、
十
歳
未

満
の
子
供
や
、
四
十
歳
代
の
中

年
も
含
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

短
命
の
理
由

　

死
亡
率
の
解
析
か
ら
二
つ
の

こ
と
が
言
え
ま
す
。

①
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
死
亡
率

が
高
い
。
と
く
に
四
十
歳

代
の
死
亡
率
の
高
さ
が
顕

著
（
表
２
）。

②
主
要
な
死
因
（
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
の
三
大
生

活
習
慣
病
）
の
死
亡
率
が

高
い
（
表
３
）。
加
え
て

万
病
の
元
糖
尿
病
の
患
者

も
多
い
。
自
殺
死
亡
率
も

全
国
指
折
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
背
景
に
は
何

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
に
は
、
青
森
県
民
の
、

①
生
活
習
慣
の
悪
さ
（
喫
煙
、

肥
満
、
多
量
飲
酒
）、
②
健
診

受
診
率
の
低
さ
、
③
病
院
受
診

の
遅
さ
・
通
院
状
況
の
悪
さ
、

が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
日

本
人
が
長
生
き
す
る
理
由
は

〝
青
森
県
の
短
命
の
理
由
〞
の

大
略
逆
で
す
。

　

青
森
県
の
短
命
を
雪
、
経
済

状
況
及
び
医
師
不
足
に
し
て
い

て
も
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
雪
の

多
い
北
陸
各
県
は
い
ず
れ
も
長

寿
県
で
、
日
本
一
県
民
所
得
の

低
か
っ
た
沖
縄
県
は
ず
っ
と
長

寿
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。
最
長

寿
の
長
野
県
は
青
森
県
に
負
け

な
い
く
ら
い
の
医
師
不
足
で
す
。

　

表
４
に
両
県
の
保
健
・
医
療

関
連
の
指
標
の
都
道
府
県
に
お

け
る
順
位
を
示
し
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
指
標
で
、
長
野
県
は

青
森
県
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

社
会
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
医
師
数
を
み
ま
す
。

青
森
県
ほ
ど
で
は
な
い
に
し

ろ
、
長
野
県
の
医
師
数
も
全
国

平
均
以
下
（
二
〇
一
〇
年
で
三

十
三
位
）
で
す
。
ま
た
、
経
済

力
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
二
〇
一

〇
年
の
長
野
県
の
県
民
所
得
は

二
十
位
で
、
ト
ッ
プ
に
は
程
遠

い
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
注
目
は
、「
長

野
県
が
昔
か
ら
現
在
の
よ
う
な

長
寿
県
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
年
月
を
経
て
、
そ
の
ラ
ン

キ
ン
グ
を
押
し
上
げ
て
ト
ッ
プ

の
地
位
を
射
止
め
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
都
道
府
県
の
平
均

表１．平均寿命都道府県ランキング（厚生労働省）
男 性 女 性

昭和40年 昭和60年 平成12年 平成17年 平成22年 昭和40年 昭和60年 平成12年 平成17年 平成22年

1. 東京
69.84歳

沖縄
76.34

長野
78.90

長野
79.84

長野
80.88

東京
74.70

沖縄
83.70

沖縄
86.01

沖縄
86.88

長野
87.18

2. 京都
69.18

長野
75.91

福井
78.55

滋賀
79.60

滋賀
80.58

神奈川
74.08

島根
81.60

福井
85.39

島根
86.57

島根
87.07

3. 神奈川
69.05

福井
75.64

奈良
78.36

神奈川
79.52

福井
80.47

静岡
74.07

熊本
81.47

長野
85.31

熊本
86.54

沖縄
87.02

4. 愛知
69.00

香川
75.61

熊本
78.29

福井
79.47

熊本
80.29

岡山
74.03

静岡
81.37

熊本
85.30

岡山
86.49

熊本
86.98

(9)
長野
68.45

(26)
長野
72.81

(9)
長野
81.13

(5)
長野
86.48

44. 岩手
65.87

長崎､鹿児島
74.09

佐賀
76.95

高知
77.93

福島
78.84

青森
71.77

栃木
79.98

茨城
84.21

大阪
85.20

茨城
85.83

45. 秋田
65.39

高知
74.04

高知
76.85

岩手
77.81

岩手
78.53

岩手
71.58

茨城
79.97

栃木
84.04

秋田
85.19

和歌山
85.69

46. 青森
65.32

大阪
74.01

秋田
76.81

秋田
77.44

秋田
78.22

秋田
71.24

青森
79.90

大阪
84.01

栃木
85.03

栃木
85.66

47. 青森
73.05

青森
75.67

青森
76.27

青森
77.28

大阪
79.84

青森
83.69

青森
84.80

青森
85.34

　 昭和40年には沖縄を含まない

寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
が
最
初
に
公

表
さ
れ
た
一
九
六
五
年
時
点
で

は
男
性
九
位
、
女
性
二
十
六
位

で
し
た
（
表
１
）。
長
野
県
は

約
五
十
年
を
費
や
し
て
こ
の
地

位
を
勝
ち
得
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
に
は
、
な
に
か
の
理
由
が

あ
る
は
ず
で
す
。

長
野
県
の
長
寿
の
理
由

　

私
は
、
青
森
県
が
主
要
な
健

康
指
標
で
〝
こ
と
ご
と
く
〞
長

野
県
に
水
を
開
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
結
局
は
そ
れ
ら
の

根
本
に
こ
そ
本
質
が
存
在
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
根
本

と
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
に
対
す
る
知
識
と
意
識
（
健

康
教
養
）
の
問
題
で
す
。
言
い

換
え
れ
ば
〝
健
康
啓
発
の
不
十

分
さ
〞に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
、

日
本
人
に
は
健
康
教
養
が
必
要

表３．青森県の主要死因別年齢調整
　　　死亡率ランキング（2010年）

男性 女性
悪性新生物  1  1
  胃  3 12
  大腸  1  1
  肝臓 20 34
  肺  1  6
  乳房  8
  子宮 20
  前立腺  4
心疾患  1  8
脳血管疾患 (脳卒中)  2  3
肺炎  1 15
不慮の事故  3 22
自殺  2  9
腎不全  1  7
慢性閉塞性肺疾患 43 41
肝疾患  7  9

死亡率の高い方からの全国順位
人口動態統計より

表２．青森県と長野県の年代別死亡率の比較
　（10万人当たり、平成22年、男性） 
年齢 長野県 青森県
0 - 4 歳 　 61 　 73(1.2倍)
5 - 9 歳 　 12 　 21(1.7倍)
10-14歳 　　6 　 15(2.7倍)
15-19歳 　 36 　 44(1.2倍)
20-24歳 　 61 　 74(1.2倍)
25-29歳 　 80 　 87(1.1倍)
30-34歳 　 82 　112(1.4倍)
35-39歳 　102 　112(1.1倍)
40-44歳 　145 　232(1.6倍)
45-49歳 　197 　408(2.1倍)
50-54歳 　297 　490(1.7倍)
55-59歳 　501 　826(1.6倍)
60-64歳 　776  1171(1.5倍)
65-69歳  1147  1806(1.6倍)
70-74歳  1908  2728(1.4倍)
75-79歳  3486  4807(1.4倍)
80-84歳  6361  8108(1.3倍)
85歳以上 14429 16306(1.1倍)

　　　　　　　　　　 人口動態統計より

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

商
品
番
組
で
奔
走
さ
せ
ら
れ
る

の
も
、
原
発
事
故
後
の
過
大
な

風
評
騒
動
も
結
局
は
そ
こ
に
行

き
着
く
と
。
と
こ
ろ
が
現
状
で

は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
す

ら
、
健
康
を
系
統
的
に
正
統
に

学
ぶ
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

　

長
野
県
は
健
康
啓
発
が
成
功

し
た
県
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、〝
保

健
補
導
員
〞
の
活
躍
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
保
健
補
導
員
は
「
各

家
庭
の
お
母
さ
ん
が
看
護
師
並

み
の
知
識
を
持
っ
た
ら
、
住
民

の
健
康
度
は
飛
躍
的
に
上
が
る

だ
ろ
う
」
と
の
考
え
で
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
全
県
に

普
及
し
て
い
っ
た
昭
和
四
十
年

代
に
長
野
の
平
均
寿
命
ラ
ン
キ

ン
グ
は
上
昇
を
始
め
ま
し
た
。

長
野
県
全
体
で
今
、
女
性
の
五

人
に
一
人
が
保
健
補
導
員
の
経

験
者
で
す
。
各
家
庭
に
こ
れ
だ

け
の
「
健
康
ミ
ニ
博
士
」
が
増

え
た
ら
〝
世
の
中
は
変
わ
る
〞

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

長
野
県
の
保
健
補
導
員
の
特

徴
を
要
約
し
ま
す
。
ほ
ぼ
二
年

交
代
で
行
わ
れ
、
約
九
十
七
％

が
女
性
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
活
動
内
容
は
、
行
政
活
動

（
健
診
勧
奨
な
ど
）
の
手
伝
い
や

研
修
（
勉
強
）、
そ
こ
で
得
た

知
識
を
活
か
し
た
自
主
的
活
動

な
ど
で
す
。
こ
れ
だ
け
み
る
と
、

ず
い
ぶ
ん
昔
風
の
活
動
だ
な
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

逆
に
考
え
て
み
る
と
、
長
野
県

の
保
健
補
導
員
の
成
功
（
次
第

に
順
位
を
上
げ
日
本
一
の
長
寿

を
達
成
）
は
、
健
康
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
と
し
た
〝
や
り
方
〞
が

現
代
社
会
で
も
立
派
に
通
用
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
取
り
組
み

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

（Prim
ary H

ealth Care

）
と
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い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン

カ
ー
ン
の
名
演
説
で
は
な
い
で

す
が
、「
人
民
の
人
民
に
よ
る

人
民
の
た
め
の
健
康
」
で
す
。

人
は
だ
れ
し
も
健
康
に
な
る
権

利
が
あ
る
が
、
結
局
は
お
の
が

力
で
そ
れ
を
勝
ち
取
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の

た
め
に
は
個
々
人
が
力
を
付
け

な
く
て
は
い
け
な
い
（
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
、em

pow
erm
ent

）。

行
政
や
専
門
家
は
そ
の
手
助
け

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

ん
な
感
じ
の
概
念
で
す
。
ど
の

教
科
書
を
み
て
も
そ
の
話
は
出

て
き
ま
す
。
た
だ
「
ど
こ
ど
こ

の
地
域
で
そ
れ
を
成
功
さ
せ

た
」
と
い
う
実
話
に
は
な
か
な

か
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
慢

性
病
の
生
活
習
慣
病
が
主
体
の

日
本
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。
そ

れ
だ
け
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
あ
え
て
言
え
ば
長
野

県
が
そ
の
一
部
を
成
し
遂
げ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
は
今
〝
健
康
教
養
の
普

及
〞（enpow

erm
ent

の
一
部
）
を

大
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、〝
喫
煙
の
害
〞〝
健

診
の
意
義
〞
に
つ
い
て
啓
発
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
は
〝
言
う
は
安
く
行
う

は
難
し
〞
の
典
型
で
す
。
一
般

的
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
や
広
報
や

講
演
会
・
研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
、
青
森
県
な
ど
か
ら
県
民
に

発
信
す
れ
ば
い
い
、
な
ど
と
考

え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

の
効
果
は
極
め
て
限
定
的
で

す
。
お
金
と
時
間
を
使
っ
て
も

そ
れ
ほ
ど
の
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
残
念
で
す
が
、
結
局

face-to-face
で
伝
え
て
い
く
と

い
う
方
法
に
遠
く
及
ば
な
い
の

で
す
。face-to-face

は
現
代
社

会
に
必
要
な
社
会
力
の
向
上
に

も
直
結
す
る
〝
根
の
生
え
た
〞

活
動
で
す
。
健
康
問
題
以
外
へ

の
波
及
効
果
も
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
何
ら
か
の
根
の
張
っ
た

活
動
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
四
月

弘
前
市
よ
り
い
た
だ
い
た
寄
附

講
座
「
地
域
健
康
増
進
学
講

座
」
に
て
健
康
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

成
功
に
導
く
こ
と
が
今
の
私
の

大
き
な
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
啓
発
運
動
は
各

要
所
で
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

よ
り
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。〝
健
康
に
関
す
る
発
信
力
〞

の
あ
る
医
学
部
の
皆
さ
ん
の
お

力
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
ひ
と
つ
誤
解
な
き
よ

う
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
青
森
・
長
野
県
の
死

亡
数
の
差
三
、〇
〇
〇
は
、
お

も
に
医
療
以
外
で
つ
い
た
差
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
医
療
が

重
要
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
均
寿
命

を
規
定
す
る
最
大
の
因
子
は
な

ん
と
い
っ
て
も
医
療
で
す
。
も

し
青
森
県
の
医
療
が
あ
る
日
突

然
江
戸
時
代
に
遡
っ
た
と
す
れ

ば
、
年
間
の
死
亡
数
は
現
状
の

表４．長野県と青森県の健康指標の比較
　　　（都道府県ランキング、良い方からの順）

長野県 青森県
男性 女性 男性 女性

平均寿命 (平成22年) 1
(9)

1
(26)

47
(46)

47
(44)

喫煙率 (平成22年) 14 10 47 46

多量飲酒者率 (平成13年) 5 15 47 40

食塩摂取量 (平成19年) 31 35 45 37

肥満者率 (平成16年) 11 9 44 46

胃がん検診受診率（平成22年） 8 10 18 16

健診受診率（平成22年） 9 7 39 31

スポーツする人の割合（平成23年） 9 47

保健師数（人口当り）（平成22年） 2 30

医師数（人口当り）（平成22年） 33 42

県民所得（1人当り）（平成22年） 20 38

資料名省略

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

弘前医学会総会
開催される

第97回

法医学講座　教授　黒　田　直　人

　

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二

日
㈯
、プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ（
む

つ
市
）
に
お
い
て
、
三
上
史
雄

む
つ
下
北
医
師
会
長
を
総
会
長

と
し
て
、
第
九
十
七
回
弘
前
医

学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
先
立
ち
、
恒
例
の

評
議
員
会
、
学
会
賞
選
考
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
む

つ
下
北
医
師
会
な
ら
び
に
む
つ

総
合
病
院
の
諸
先
生
方
の
ご
協

力
の
も
と
、
総
会
の
最
終
準
備

は
無
事
整
い
ま
し
た
。
三
上
総

会
長
の
ご
挨
拶
で
開
幕
し
た
総

会
は
、
平
成
二
十
四
年
度
事

業
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成
二

　

今
回
、
弘
前
医
学
会
に
お
い

て
優
秀
発
表
賞
を
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

大
学
院
の
研
究
で
大
動
脈
弁
の

石
灰
化
と
幹
細
胞
に
関
す
る
研

究
を
薬
理
学
教
室
と
共
同
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
大
動
脈
弁

石
灰
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
幾
つ
か
の
報
告
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
細
胞
、
或
い
は
経

路
が
弁
の
石
灰
化
に
主
に
関

わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は

未
だ
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
動
脈
弁
の
間
質
細
胞
中
に
間

葉
系
前
駆
細
胞
が
存
在
し
て
お

り
、
そ
れ
が
石
灰
化
に
関
与
し

て
い
る
と
い
う
報
告
や
、
血
中

を
循
環
し
て
い
る
骨
芽
前
駆
細

胞
が
大
動
脈
弁
に
到
達
し
、
石

灰
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
今
回

行
っ
た
研
究
は
、
ま
ず
大
動
脈

弁
間
質
細
胞
中
に
間
葉
系
幹
細

胞
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
細
胞
表
面
マ
ー
カ
ー

に
よ
り
細
胞
を
分
離
し
、
石
灰

化
能
の
違
い
（
具
体
的
に
は

CD
34 +

細
胞
とCD

34 ‒

細
胞

の
石
灰
化
能
の
違
い
）
を
検
証

す
る
こ
と
で
す
。
手
術
で
得
ら

れ
た
石
灰
化
大
動
脈
弁
狭
窄
症

（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
の
弁
と
大
動
脈
弁

閉
鎖
不
全
症
（
Ａ
Ｒ
）
の
弁
を

コ
ラ
ゲ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
薬
物
で

処
理
し
、
細
胞
を
分
離
し
た

後
、
抗
体
を
用
い
て
細
胞
の
分

析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
動
脈
弁
間
質
細
胞
に
は

間
葉
系
幹
細
胞
の
条
件
を
満
た

す
細
胞
が
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
り
、
更
に
高
リ
ン
酸
条
件
化

でCD
34 +

細
胞
とCD

34 ‒

細

胞
で
石
灰
化
能
に
違
い
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま

た
、
組
織
レ
ベ
ル
で
の
細
胞
の

分
布
を
見
る
た
め
に
組
織
染
色

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
の

弁
でCD

34 ‒

細
胞
の
割
合
が

多
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
ヒ
ト
大

動
脈
弁
間
質
細
胞
の
石
灰
化
に

はCD
34 ‒

細
胞
が
大
き
く
関

弘
前
医
学
会

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て

呼
吸
器
外
科
，
心
臓
血
管
外
科　

助
手　

野　

村　

亜　

南

弘
前
医
学
会

優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
て

放
射
線
科　

助
教　

澁　

谷　

剛　

一

　

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
第
十
回

弘
前
医
学
会
優
秀
論
文
賞
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
中
路
重
之
弘
前
医
学
会
会

長
、
澤
村
大
輔
弘
前
医
学
編
集

委
員
長
を
は
じ
め
選
考
委
員
の

先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
ご
指
導
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
髙
井
良

尋
放
射
線
科
学
講
座
教
授
、
小

野
修
一
准
教
授
を
は
じ
め
教
室

の
先
生
方
、
共
同
作
業
を
い
た

だ
い
た
袴
田
健
一
消
化
器
外
科

学
講
座
教
授
、
肝
胆
膵
グ
ル
ー

プ
の
先
生
方
に
、
紙
面
を
お
借

り
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

一
万
六
千
の
数
倍
に
は
な
る
で

し
ょ
う
。
今
、
日
本
の
四
十
七

都
道
府
県
の
医
療
レ
ベ
ル
に
大

き
な
地
域
差
は
な
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
（
医

療
の
レ
ベ
ル
の
違
い
と
関
係
な

く
）
三
、〇
〇
〇
の
差
が
つ
い

て
い
る
と
い
う
事
実
。
そ
こ
に

目
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

追
記　

十
月
十
一
日
㈮
に
長

野
・
沖
縄
両
県
の
関
係
者
を
お

呼
び
し
て
平
均
寿
命
サ
ミ
ッ
ト

を
青
森
市
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

で
、
新
た
な
事
実
が
分
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
五
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
案
等
が
滞
り
な
く
審
議
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
演
題
発
表
は
、
弘
前
大

学
内
外
か
ら
五
演
題
の
口
演
に

よ
る
も
の
で
、
限
ら
れ
た
演
題

数
な
が
ら
活
発
な
質
疑
応
答
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
白
熱

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
講

演
終
了
後
に
開
か
れ
た
学
術
賞

選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、

優
秀
発
表
賞
に
は
、
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
病
態
薬
理

学
講
座
・
胸
部
心
臓
血
管
外
科

学
講
座
の
野
村
亜
南
先
生
ら
に

よ
る
「
大
動
脈
弁
間
質
細
胞
中

のCD
34 ‒

細
胞
に
よ
る
石
灰
化

の
促
進
」
が
、
ま
た
優
秀
論
文

賞
（
弘
前
医
学
編
集
委
員
会
が

選
考
を
担
当
）
に
は
、
同
放
射

線
科
学
講
座
の
澁
谷
剛
一
先
生

ら
に
よ
る
「
肝
胆
道
悪
性
疾
患

に
対
す
る
微
線
維
コ
ラ
ー
ゲ
ン

を
用
い
た
術
前
門
脈
塞
栓
術
の

有
用
性
と
安
全
性
に
つ
い
て
の

検
討
（
英
語
論
文
）」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
野
村
先
生
に
は
、

優
秀
発
表
賞
の
賞
状
、
記
念
メ

ダ
ル
お
よ
び
副
賞
が
中
路
会
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
学
会

出
張
の
た
め
授
賞
式
に
出
席
出

来
な
か
っ
た
澁
谷
先
生
へ
の
賞

状
等
も
中
路
会
長
か
ら
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
開
催
さ
れ
た
市
民
公

開
講
座
で
は
、
弘
前
大
学
被
ば

く
医
療
総
合
研
究
所
・
放
射
線

物
理
学
部
門
の
床
次
眞
司
教
授

に
よ
る
「
正
し
い
放
射
線
の
基

礎
知
識
」
と
題
す
る
講
演
（
座

長　

む
つ
総
合
病
院　

佐
藤
重

美
院
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本

大
震
災
以
後
、
日
本
国
民
を
不

安
に
陥
れ
た
放
射
線
に
対
す
る

不
確
実
な
情
報
と
知
識
を
払
拭

す
る
内
容
と
な
っ
た
床
次
先
生

の
お
話
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁

寧
で
大
変
わ
か
り
や
す
い
説
明

で
正
確
な
も
の
で
し
た
。
市
民

の
方
々
か
ら
も
多
数
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
講
演
は
好

評
を
博
し
、
総
会
は
成
功
裏
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

与
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
大
動
脈
弁

狭
窄
症
に
対
す
る
治
療
は
弁
置

換
術
が
一
般
的
で
あ
り
、
内
科

的
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
研
究
結
果
を

ふ
ま
え
、
リ
ン
酸
が
細
胞
内
に

取
り
込
ま
れ
る
経
路
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
薬
物
の
開
発
が

今
後
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
治
療
に
お
い
て

大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
す
。

　

受
賞
論
文
は
「Effi  cacy and 

Safety of P
reoperative 

Portal V
ein E

m
bolization 

w
ith M

icrofi brillar Collagen 
for H

epatobiliary M
alignan-

cy.

」
で
あ
り
、
臨
床
研
究
と

し
て
、
肝
胆
道
悪
性
疾
患
に
対

す
る
微
線
維
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
用

い
た
術
前
門
脈
塞
栓
術
の
有
用

性
と
安
全
性
に
つ
い
て
検
討
致

し
ま
し
た
。
胆
道
悪
性
腫
瘍
の

根
治
性
向
上
に
は
、
大
量
肝
葉

切
除
な
ど
侵
襲
の
大
き
い
治
療

法
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
切

除
肝
の
術
前
門
脈
塞
栓
術
は
、

予
定
残
肝
の
肥
大
を
も
た
ら

し
、
術
後
合
併
症
や
手
術
関
連

死
亡
を
減
少
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
、
拡
大
肝
切
除
の
安
全
性

向
上
や
手
術
適
応
拡
大
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
予
定
残
肝
の
十
分
な
肥
大

に
は
、Interventional Radi-

ology

の
観
点
か
ら
は
、
肝
の

動
脈
と
門
脈
の
二
重
支
配
下
と

い
う
特
殊
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
付

け
で
慶
應
義
塾
大
学
教
授
（
有

期
・
医
学
部
）（
医
学
部
小
児

科
学
）
を
拝
命
し
た
長
谷
川
奉

延
（
は
せ
が
わ
と
も
の
ぶ
）
で

す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

り
ま
す
が
、
身
に
余
る
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま

す
。

　

私
は
昭
和
五
十
九
年
三
月
に

弘
前
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
小
児
科

学
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。
そ

の
後
小
児
内
分
泌
学
を
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
専
攻

し
、
都
立
清
瀬
小
児
病
院
（
現

在
の
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）
内
分
泌
代
謝
科
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
小
児
内
分
泌

科
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
内
分
泌
代

就
任
に
際
し
て
の
挨
拶

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
小
児
科
学　

教
授　

長
谷
川　

奉　

延

寄附講座
「
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座
」

「
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座
」

設
立
に
あ
た
っ
て

設
立
に
あ
た
っ
て

　
　
　

循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座

　
　
　

循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座

教
授　
教
授　

奥　

村　
　
　

謙

奥　

村　
　
　

謙

　

平
成
二
十
五
年
六
月
に
開
講

し
ま
し
た
「
高
血
圧
・
脳
卒
中

内
科
学
講
座
」
は
一
般
財
団
法

人
「
黎
明
郷
」
か
ら
の
寄
附
講

座
で
す
。
私
た
ち
循
環
呼
吸
腎

臓
内
科
学
講
座
と
の
連
携
の

下
、
青
森
県
の
短
命
県
た
る
要

因
で
あ
り
ま
す
脳
卒
中
に
関
す

る
教
育
、
研
究
基
盤
を
整
え
、

短
命
県
の
レ
ッ
テ
ル
返
上
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
弘
前
大
学
医
学
部
、
そ
し

て
関
連
施
設
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
急
性
期
病
態
診
断

法
と
こ
れ
に
基
づ
く
治
療
法
は

日
進
月
歩
を
遂
げ
、
そ
の
死
亡

率
は
昭
和
四
十
年
代
の
第
一
位

か
ら
現
在
で
は
第
四
位
ま
で
低

下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に

は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
中
心
と
す
る
画
像

診
断
の
進
歩
、
種
々
の
循
環
作

動
薬
、
と
く
に
抗
血
栓
薬
・
血

栓
溶
解
薬
の
開
発
と
普
及
、
そ

し
て
経
皮
的
脳
血
管
イ
ン
タ
ー

ベ
ン
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
血

管
内
治
療
の
開
発
導
入
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
脳
卒
中
の
急
性

期
死
亡
率
は
改
善
さ
れ
た
も
の

の
、
人
口
の
高
齢
化
と
と
も
に

脳
卒
中
に
罹
患
す
る
患
者
数
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
現
在

で
は
入
院
を
要
す
る
疾
病
の
第

一
位
を
占
め
る
程
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
寝
た
き
り
」
の

主
要
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
社

会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
寄
附
講
座
は
、
脳
卒
中
を

中
心
と
し
た
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
疫
学
、
病
態
生
理
学
、
診
断

学
、
治
療
学
を
医
学
部
教
育
と

大
学
院
研
究
の
中
に
取
り
込
み
、

新
し
い
教
育
研
究
分
野
を
拓
く

も
の
で
す
。
医
学
部
に
お
い
て

は
、
循
環
器
病
態
学
の
系
統
講

義
の
中
で
、
高
血
圧
と
脳
動
脈

硬
化
の
病
態
生
理
、
脳
卒
中
の

画
像
診
断
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
則
し
た
標
準
的
治
療
を

教
育
し
ま
す
。
さ
ら
に
弘
前
脳

卒
中
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
に
お
け
る
臨
床
実
習
で
、

脳
卒
中
の
最
新
の
診
断
法
と
治

療
法
を
教
育
し
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
り
脳
卒
中
に
明
る
い
医
学

生
を
養
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
医
学
研
究
科
で
は
、
例

え
ば
脳
卒
中
患
者
か
ら
得
ら
れ

た
生
体
試
料
の
解
析
に
よ
り
脳

動
脈
硬
化
の
病
態
生
理
を
解
明

す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
治
療

法
、
予
防
法
の
開
発
研
究
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
進
歩
が
目
覚
ま
し
い
脳
卒
中

急
性
期
治
療
に
関
す
る
啓
蒙
活

動
を
推
進
し
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
、研
究
、診
療
体
系

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
古
く
て
新
し
い
学

問
で
す
。
高
齢
社
会
を
迎
え
た

わ
が
国
、
と
く
に
北
東
北
で
は

ニ
ー
ズ
が
高
く
、
課
題
も
多
い

領
域
で
す
。「
高
血
圧
・
脳
卒

中
内
科
学
講
座
」
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
と
予
測
さ

れ
、
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講

座
と
と
も
に
課
題
解
決
に
向
け

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
医
学
研
究
科
の
各
講

座
、
と
く
に
医
学
部
附
属
脳
神

経
血
管
病
態
研
究
施
設
、
附
属

病
院
各
診
療
科
の
先
生
方
に
は

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
財
団
法
人
「
黎

明
郷
」
理
事
長
、
保
嶋 

実
先

生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

塞
栓
の
手
技
に
依
ら
ず
、
①
末

梢
の
十
分
な
塞
栓
（
即
ち
、
側

副
路
形
成
が
極
め
て
少
な
い
環

謝
内
科
、
テ
キ
サ
ス
大
学
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
内
分
泌
代
謝
内
科
な
ど

を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
慶
應

義
塾
大
学
に
帰
室
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
小
児
科
学

は
小
児
の
全
身
臓
器
を
守
備
範

囲
と
す
る
懐
の
深
い
学
問
で

す
。
一
方
で
我
が
国
の
小
児
科

医
不
足
が
叫
ば
れ
て
既
に
数
年

が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
も
と
、
私
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
慶
應
義
塾
大
学

に
と
ど
ま
ら
ず
、
我
が
国
あ
る

い
は
世
界
の
小
児
科
学
の
診

療
、
研
究
、
教
育
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

　

私
の
目
指
す
診
療
、
研
究
、

教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
基
礎

臨
床
一
体
型
」
に
集
約
さ
れ
ま

す
。
す
な
わ
ち
診
療
に
お
い
て

は
、
今
ま
で
と
同
様
に
基
礎
臨

床
一
体
型
医
療
を
推
進
し
ま

す
。
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
小

児
内
分
泌
学
は
す
で
に
最
先
端

の
分
子
生
物
学
の
研
究
成
果
が

臨
床
の
場
に
還
元
さ
れ
て
い
る

分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
研
究
に

お
い
て
は
、
国
内
外
の
基
礎
教

境
）
と
、
②
塞
栓
の
持
続
（
即

ち
、
再
開
通
が
極
め
て
少
な
い

環
境
）
の
二
つ
が
重
要
な
要
素

と
思
わ
れ
ま
す
。
塞
栓
物
質

は
、
扱
い
が
容
易
な

方
が
手
技
の
完
遂
も

容
易
で
、
成
功
し
易

い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
塞
栓
術
の
侵

襲
、
合
併
症
は
少
な

く
あ
る
べ
き
で
す
。

今
回
提
案
し
、
検
討

し
た
、
微
線
維
コ

ラ
ー
ゲ
ン
を
用
い
た

門
脈
末
梢
枝
か
ら
の
求
心
性
塞

栓
術
は
、
こ
れ
ら
に
適
合
し
、

文
献
上
の
成
績
と
も
同
等
で
あ

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
微
線

維
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
よ
る
門
脈
塞

栓
術
の
報
告
は
、
渉
猟
し
得
た

限
り
で
は
本
論
文
が
初
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
回
ご
評
価
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
大
変
喜
ば
し

く
、
今
後
の
励
み
と
し
て
、
よ

り
一
層
臨
床
、
研
究
に
努
力
す

る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

指
導
、
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

室
と
の
連
携
を
強
化
し
、
基
礎

臨
床
一
体
型
研
究
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
症
例
を
通
し
た
臨
床

研
究
も
大
切
に
し
、
新
し
い
疾

患
概
念
を
確
立
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
教
育
に
お
い
て
も
、
基

礎
臨
床
一
体
型
医
療
を
通
し
て

医
学
部
学
生
あ
る
い
は
若
手
医

師
の
科
学
的
思
考
・
問
題
解
決

能
力
を
醸
成
さ
せ
、physician 

scientist

を
育
成
し
ま
す
。
幸

い
八
年
連
続
で
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
す
る
幸
運
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
医

療
倫
理
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
関
す
る
教
育
に
も
力

を
注
ぐ
所
存
で
す
。

　

私
は
我
が
国
あ
る
い
は
世
界

の
小
児
科
学
を
さ
ら
に
成
長
・

成
熟
さ
せ
る
た
め
に
刻
苦
精
進

す
る
所
存
で
す
。
弘
前
大
学
医

学
部
の
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
ま
で
以
上
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う

心
よ
り
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

循環器内科，呼吸器内科，腎臓内科　講師　循環器内科，呼吸器内科，腎臓内科　講師　森　本　武　史森　本　武　史

　

五
月
中
旬
に
今
回
の
賞
を
利

用
し
、
カ
ナ
ダ
、
マ
ッ
ク
マ
ス

タ
ー
大
学
の
医
学
教
育
シ
ス
テ

ム
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
マ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学

の
あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
は
オ
ン

タ
リ
オ
州
に
あ
り
、
州
都
ト
ロ

ン
ト
か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
オ

ン
タ
リ
オ
湖
沿
い
に
西
に
、
ま

た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
滝
へ
も
約
一
時

カナダ・マックマスター大学のカナダ・マックマスター大学の
ＰＢＬに触れてＰＢＬに触れて
―第16回 弘前大学医学部医学科―第16回 弘前大学医学部医学科国際化教育奨励賞を受賞して―国際化教育奨励賞を受賞して―

間
の
位
置
に
あ
る
穏
や
か
な
街

で
す
。
北
米
の
医
学
部
は
四
年

制
の
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
後

に
入
学
す
るm

edical school

で
あ
り
、
通
常
は
四
年
で
教
育

が
終
了
し
ま
す
が
、
同
大
学
は

独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
休
み

を
最
小
限
ま
で
減
ら
す
こ
と

で
、
三
年
で
教
育
が
終
了
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
大
学
の
教
育
は
１

年
半
ず
つ
前
後
半
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
す
。
前
半
は
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
を
中
心
に
、
並
行
し

て
解
剖
学
や
臨
床
医
学
講
義
、

ス
キ
ル
ズ
ラ
ボ
で
の
実
習
を
、

後
半
は
臨
床
実
習
と
な
り
ま

す
。
特
に
前
半
の
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
中
心
の
教
育
シ
ス
テ
ム

は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（problem

 based 
learning

）
と
言
わ
れ
特
徴
的

で
す
。
入
学
当
初
か
ら
一
年
半

の
間
、
週
二
回
、
一
回
三
時
間

の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
が
組
ま

れ
、
症
例
の
症
状
や
所
見
か
ら

鑑
別
疾
患
や
検
査
、
治
療
な
ど

を
学
ん
で
い
く
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大

き
な
役
割
を
も
つ
の
が
「m

ed 
portal

」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
学
生
が
個
人
Ｉ
Ｄ
で
入

り
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
内
容

や
、
こ
れ
ま
で
の
講
義
の
動

画
、
授
業
予
定
、
疾
患
や
治
療

法
の
説
明
や
そ
の
根
拠
と

な
っ
た
教
科
書
、
論
文
に

い
た
る
ま
で
、
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
も

の
で
、
内
科
で
あ
れ
ば
ハ

リ
ソ
ン
な
ど
の
教
科
書
が

簡
便
に
閲
覧
で
き
る
も
の

で
す
。
す
べ
て
無
料
で
閲

覧
が
可
能
で
す
の
で
、
学

生
は
教
科
書
を
買
う
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
同
大
学
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
維
持
の
た
め
だ
け

に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
九
人

雇
っ
て
い
ま
す
。
同
大
学

の
基
本
姿
勢
は
、
学
生
が

自
分
で
勉
強
す
る
時
間
を

大
切
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
授

業
時
間
は
比
較
的
少
な
く
、
一

日
に
午
前
中
二
時
間
、
午
後
二

〜
三
時
間
程
度
で
す
。
そ
の
な

か
で
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
が
週
二

回
、
計
六
時
間
も
と
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
チ
ュ
ー

タ
ー
の
教
育
に
も
力
が
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
用

guide book

が
あ
り
教
官
に
配

布
さ
れ
ま
す
し
、
チ
ュ
ー
タ
ー

と
な
る
教
官
は
五
日
間
朝
〜
夕

ま
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
タ
ー
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
実

際
の
担
当
期
間
三
ヶ
月
間
は
学

生
教
育
中
心
の
仕
事
に
相
応
の

時
間
を
割
く
必
要
が
生
じ
ま

す
。
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
年
に

百
四
十
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が

か
か
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

で
質
の
高
い
医
療
や
研
究
が
お

こ
な
え
て
い
る
理
由
と
し
て
、

⑴
大
学
自
体
の
合
格
率
が
五
％

と
狭
き
門
で
あ
り
、
学
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
こ
と
、

⑵
学
生
が
一
度
大
学
を
卒
業
し

て
お
り
、
医
学
を
学
ぶ
た
め
の

期
間
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ

と
、
⑶
チ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て

も
教
育
業
務
に
集
中
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
う
部
分
に
弘
前
大

学
が
今
後
、
社
会
人
入
学
を
受

け
入
れ
な
が
ら
生
き
残
っ
て
い

く
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
西
澤
先
生
、
袴
田
先
生
、
諸

先
生
方
、
当
科
の
奥
村
先
生
、

高
梨
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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こ
の
取
り
組
み
は
、
各
学
部

の
各
学
年
を
対
象
に
前
年
度
の

成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
学
生
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成
二
十

一
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

で
五
年
目
と
な
り
ま
す
。
今

回
、
医
学
部

医
学
科
か
ら

は
五
名
の
学

生
（
現
在
二

〜
六
年
次
）

が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の

う
ち
三
年
次

の
村
上
君
と

五
年
次
の
松

崎
君
は
二
年

連
続
の
表
彰

と
な
り
ま

す
。
ま
た
、

大
学
院
学
生

に
対
し
て
は

一
年
次
の
成

績
を
も
と
に

優
秀
学
生
を

選
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
お

り
、
大
学
院

二
年
の
早
狩

君
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

八
月
一
日
に

事
務
局
大
会

議
室
に
て
表

彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 弘 前 大 学

成績優秀学生表彰
学務委員長　若　林　孝　一

（脳神経病理学講座　教授）

平成25年度

平成25年度
弘前大学成績優秀学生
医学部医学科２年　佐々木花恵
医学部医学科３年　村上　圭秀
医学部医学科４年　矢野　瑞季
医学部医学科５年　松崎　　豊
医学部医学科６年　丸山　　尊
医学研究科２年　　早狩　　亮

な
お
、
学
部
学
生
（
二
年
次
お

よ
び
三
年
次
）
は
夏
季
ま
た
は

春
季
休
業
期
間
に
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
工
科
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）
で
二
週
間
の
語
学
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
滞
在
費
、
渡
航
費
は
大
学
が

負
担
）。
学
生
諸
君
に
は
こ
の

表
彰
を
励
み
に
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度

の
入
試
か
ら
新
た

に
Ａ
Ｏ
入
試
（
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ

フ
ィ
ス
入
試
）
が
行

わ
れ
、
Ａ
Ｏ
入
試
も

六
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
受
験
生
に
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科

を
理
解
し
て
い
た
だ

く
目
的
で
、
本
年
度

も
二
回
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

第
一
回
目
は
五
月

二
十
五
日
㈯
午
後
一

時
か
ら
三
時
半
ま

で
、
基
礎
大
講
堂
で

行
い
ま
し
た
。
高
校

三
年
生
を
中
心
に
百

二
十
六
名
（
保
護
者
・
高
校
教

諭
三
十
名
を
含
む
）
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
出
願

可
能
な
地
域
が
東
北
六
県･

北
海
道
に
広
が
っ
た
た
め
、
過

去
最
多
の
二
百
一
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
Ａ
Ｏ

入
試
も
定
着
し
た
こ
と
を
物
語

る
よ
う
で
、
例
年
に
比
べ
少
な

め
の
参
加
者
で
し
た
。
講
義
は

三
コ
マ
組
ま
れ
ま
し
た
。
最
初

に
藤
哲
附
属
病
院
院
長
に
よ
る

講
義
一
「
躍
進
を
続
け
る
弘
前

大
学
医
学
部
附
属
病
院
」
で

は
、
最
近
の
先
端
医
療
の
紹
介

を
交
え
な
が
ら
附
属
病
院
の
す

ば
ら
し
さ
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中
路
重
之
医
学
部

長
か
ら
講
義
二
「
弘
前
大
学
医

学
部
の
姿
勢
と
将
来
性
」
が
行

わ
れ
、
弘
前
大
学
医
学
部
の
概

要
と
医
学
部
学
生
・
医
師
・
医

学
研
究
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

人
間
像
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
入
試
専
門

委
員
長
に
よ
る
講
義
三
「
弘
前

大
学
Ａ
Ｏ
入
試
選
抜
の
概
要
及

び
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
の

教
育
の
概
要
」
で
は
Ａ
Ｏ
入
試

の
資
格
、
選
抜
方
法
、
医
学
教

育
六
年
間
が
語
ら
れ
、
参
加
者

は
い
ず
れ
の
講
義
も
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

は
八
月
九
日
㈮
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年

と
同
様
前
日

に
開
催
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

を
合
わ
せ
て

二
日
間
参
加

さ
れ
た
方
も

多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
今

回
の
参
加
者

は
七
十
五
名
で
、
第
二
回
目
ス

ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
は
盛
況
な

参
加
と
な
り
ま
し
た
（
昨
年
八

十
五
名
、
一
昨
年
六
十
一
名
）。

第
二
回
目
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
三

コ
マ
の
講
義
が
組
ま
れ
ま
し

た
。
最
初
に
佐
藤 

敬
学
長
に

よ
る
「
北
日
本
の
医
学
を
担
う

諸
君
へ
」
と
題
し
た
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
学
長
よ

り
、
地
域
医
療
を
担
い
つ
つ
、

世
界
的
視
野
に
立
つ
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
医
療
人
へ
と
飛
翔
し

て
ほ
し
い
と
の
期
待
が
熱
く
語

ら
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
感
銘

を
受
け
た
こ
と
に
疑
い
あ
り
ま

せ
ん
。
次
い
で
中
路
重
之
医
学

部
長
か
ら
講
義
二
「
弘
前
大
学

医
学
部
の
姿
勢
と
将
来
性
」、

さ
ら
に
入
試
専
門
委
員
長
に
よ

る
講
義
三
「
弘
前
大
学
Ａ
Ｏ
入

試
選
抜
の
概
要
お
よ
び
弘
前
大

学
医
学
部
医
学
科
の
教
育
」、

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義
終
了

後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
本

年
度
の
Ａ
Ｏ
入
試
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

程
無
く
十
月
と
な
り
、
平
成
二

十
六
年
度
Ａ
Ｏ
入
試
本
番
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

六
月
五
日
㈬
、
Ａ
Ｏ
入
試
実

施
に
対
し
有
効
な
意
見
交
換
を

Ａ
Ｏ
入
試
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る

Ａ
Ｏ
入
試
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る

――
県
内
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
の
懇
談
会
も
含
め
て

県
内
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
の
懇
談
会
も
含
め
て
――

入
試
専
門
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授
）

す
る
た
め
に
、
青
森
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
青
森
県

内
高
等
学
校
進
路
指
導
担
当
教

諭
と
の
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
も
今
年

で
十
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
弘

前
大
学
側
か
ら
、
中
路
医
学
部

長
、
入
試
専
門
委
員
長
を
は
じ

め
七
名
、
県
内
高
校
側
は
十
八

校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

が
出
席
し
ま
し
た
。
中
路
医
学

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
入
試

専
門
委
員
長
か
ら
平
成
二
十
五

年
度
の
入
試
結
果
と
平
成
二
十

六
年
度
入
試
に
向
け
て
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

学
と
高
校
間
の
質
疑
応
答
や
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
一
時
間
半

の
懇
談
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
は
Ａ
Ｏ
入
試
が
中
心

で
あ
り
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

高
校
関
係
者
や
保
護
者
も
き
わ

め
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
二
回
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
準
備
や
当
日
の
施
行
に

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
先

生
方
お
よ
び
学
務
グ
ル
ー
プ
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

　

医
学
研
究
科
お
よ
び
附
属
病

院
に
お
け
る
平
成
二
十
五
年
度

の
科
学
研
究
費
採
択
状
況
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
付
表

を
ご
覧
下
さ
い
。
平
成
二
十
四

年
度
と
比
較
す
る
と
、
申
請
件

数
は
伸
び
て
い
ま
す
が
採
択

件
数
で
は
医
学
研
究
科
と
附

属
病
院
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し

た
。
ま
た
、
表
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
年
度
は
特
に
医
学

研
究
科
で
の
新
規
採
択
率
が

十
六
・
七
％
と
ふ
る
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
採
択

平
成
25
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
採
択
状
況

採
択
額
で
減
額
も
、

来
年
度
の
奮
起
に
期
待
！

分
子
生
体
防
御
学
講
座　

教
授　

伊　

東　
　
　

健

部 局 名 申請件数 採択件数 採択率（％） 交付内定額（千円）
医学研究科 181 83 45.9% 187,720
医学部附属病院 105 30 28.6% 47,710

計 286 113 39.5% 235,430

○平成24年度科研費　申請・内定状況（新規＋継続）

部 局 名 申請件数 採択件数 採択率（％） 交付内定額（千円）
医学研究科 192 82 42.7% 136,630
医学部附属病院 117 30 25.6% 43,940

計 309 112 36.2% 180,570

○平成25年度科研費　申請・内定状況（新規＋継続）

額
総
額
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
約
五
千
五
百
万
円

の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
高
額

の
科
研
費
採
択
件
数
が
減
り
、

小
額
の
も
の
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
弘
前
大
学
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
教
員
一
人
あ
た
り

の
研
究
費
獲
得
額
は
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
で
し
た
が
、
そ
の
傾
向

が
さ
ら
に
進
み
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。
獲
得
総
額
を
増
や
す
た
め

に
は
、
大
学
全
体
あ
る
い
は
研

究
科
全
体
と
し
て
研
究
力
の
向

上
を
は
か
り
、
基
盤
Ａ
や
基
盤

Ｓ
な
ど
の
大
型
予
算
の
獲
得
増

加
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
複
数
採
択
者
を

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
型
予
算
の
獲
得
増

加
に
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
着
実
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
す
。
科
研
費
獲

得
状
況
は
文
科
省
の
大
学
評
価

の
指
標
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
教
員
一
人
一
人
が

自
覚
を
持
ち
、
来
年
度
の
飛
躍

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

○平成24・25年度科研費　研究種目別内定状況（新規＋継続）

研究種目名 医学研究科 医学部附属病院 合計
H24 H25 H24 H25 H24 H25

基盤研究（Ｓ） 0 0 0 0 0 0
基盤研究（Ａ） 1 1 0 0 1 1
基盤研究（Ｂ） 7 6 0 0 7 6
基盤研究（Ｃ） 39 36 17 14 56 50
特定領域研究 0 0 0 0 0 0
新学術領域研究 2 0 0 0 2 0
挑戦的萌芽研究 16 16 3 0 19 16
若手研究（Ｓ） 0 0 0 0 0 0
若手研究（Ａ） 0 0 0 0 0 0
若手研究（Ｂ） 18 23 10 16 28 39
研究活動スタート支援 0 0 0 0 0 0
特別研究促進費 0 0 0 0 0 0
研究成果公開促進費 0 0 0 0 0 0
特別研究員奨励費 0 0 0 0 0 0

合　計 83 82 30 30 113 112
※平成25年度研究活動スタート支援（新規課題）については、現在日本学術
振興会にて審査中のため、申請件数及び採択件数に含めていない（平成25年
7 月末時点）
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平
成
二
十
五
年
度
実
験
動
物

慰
霊
式
が
六
月
十
三
日
㈭
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
、
動
物
実
験

施
設
脇
に
あ
る
事
件
動
物
慰
霊

碑
前
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
晴
天
の
も
と
多
く
の

参
加
者
に
よ
り
、
動
物
へ
の
感

謝
の
意
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

慰
霊
碑
前
の
式
の
後
に
記
念
講

演
が
開
催
さ
れ
、
秋
田
大
学
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究

セ
ン
タ
ー
動
物
実
験
部
門　

准

教
授
の
松
田
幸
久
先
生
よ
り
、

「
動
物
と
ヒ
ト
の
か
か
わ
り
」

│
特
に
医
学
に
お
い
て
動
物
実

験
が
果
た
し
た
役
割
│
と
い
う

演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

動
物
を
神
聖
化
し
て
い
た
古

代
か
ら
、
十
七
世
紀
デ
カ
ル
ト

の
動
物
機
械
論
に
代
表
さ
れ

る
、
動
物
は
精
神
（
魂
）
を
も

た
ず
苦
痛
を
感
じ
な
い
の
で
人

間
は
動
物
を
道
具
と
し
て
利
用

で
き
る
と
い
う
考
え
に
よ
り
、

動
物
へ
の
虐
待
が
普
通
に
行
わ

れ
た
思
想
的
な
変
換
。
さ
ら
に

十
八
世
紀
後
半
に
な
り
、
功
利

主
義
者
ベ
ン
サ
ム
が
動
物
の
苦

痛
も
人
間
の
苦
痛
を
同
じ
と
い

う
考
え
か
ら
動
物
の
権
利
と
い

う
概
念
を
主
張
し
、
動
物
愛
護

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に

現
況
の
動
物
愛
護
に
い
た
る
ま

で
の
動
物
と
ヒ
ト
と
の
関
係
の

歴
史
的
変
遷
を
丁
寧
に
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仏
教
文
化
圏
で
も
あ
る
日
本

で
は
、
殺
生
を
で
き
る
だ
け
避

け
よ
う
、
動
物
も
人
間
も
等
し

く
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
感
覚

を
、
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
な

く
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
西
欧
の
歴
史
に
見
ら
れ
る

概
念
的
、
意
識
的
な
動
物
愛
護

運
動
は
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外

留
学
経
験
の
あ
る
方
に
は
実
感

で
き
る
こ
と
で
す
が
、
毎
年
、

各
大
学
で
行
っ
て
い
る
動
物
慰

霊
式
、
動
物
慰
霊
祭
に
相
当
す

る
も
の
は
海
外
の
大
学
に
は
な

く
、
日
本
独
自
の
動
物
へ
の
感

謝
を
示
す
も
の
と
し
て
の
価
値

が
あ
る
の
で
は
と
最
近
思
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
ど
ん
な
こ

と
を
残
酷
と
感
じ
る
の
か
、
ま

た
痛
み
に
耐
え
る
こ
と
に
美
徳

を
認
め
る
文
化
と
、
痛
み
が
持

続
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
安
楽
死

平
成
25
年
度

実
験
動
物
慰
霊
式

附
属
動
物
実
験
施
設
長　

上　

野　

伸　

哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授
）

　

平
成
二
十
五
年
十
月
入
学
予

定
の
二
年
次
後
期
学
士
編
入
学

生
は
、
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
に
学
士
編
入
学
制
度
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
十
二
期
生
に
当
た

り
、
三
年
次
前
期
か
ら
二
年
次

後
期
へ
と
編
入
学
の
時
期
が
変

更
さ
れ
て
か
ら
四
年
目
と
な
り

ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度
編
入

試
は
、
六
月
二
日
に
第
一
次
選

抜
試
験
が
行
わ
れ
、
合
格
者

百
四
名
に
対
し
て
六
月
二
十
九

日
〜
三
十
日
の
両
日
に
第
二
次

選
抜
試
験
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
に
最
終
合
格
者
二
十

名
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
試
選
抜
の
志
願

者
は
三
百
十
八
名
（
県
内
枠

二
十
七
名
を
含
む
）
と
、
昨

年
度
よ
り
二
十
四
名
減
少
し

た
も
の
の
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

倍
率
は
十
五
・
九
倍
で
し
た
。

内
訳
は
県
内
枠
五
・
四
倍
（
昨

年
度
七
・
四
倍
）、
一
般
枠
は

十
九
・
四
倍
（
昨
年
度
二
十
・
三

倍
）
で
し
た
。
三
年
次
学
士
編

入
学
の
時
の
よ
う
に
卒
業
見
込

み
の
学
生
が
受
験
で
き
な
い
こ

と
や
、
最
近
は
学
士
編
入
試
を

実
施
し
て
い
る
国
立
大
学
の
大

部
分
が
二
年
次
編
入
へ
と
移
行

し
て
い
る
傾
向
も
あ
り
、
今
後

も
お
よ
そ
こ
の
受
験
数
で
推
移

し
て
い
く
も
の
と
見
積
も
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
県
内
枠

と
全
国
枠
を
合
わ
せ
た
志
願
者

お
よ
び
合
格
者
の
内
訳
を
み
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
の
学
士
編
入

学
試
験
と
激
変
し
た
傾
向
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
昨
年
は
全
体
で
六

名
合
格
し
た
青
森
県
出
身
者

は
、
今
年
は
県
内
枠
の
一
名
の

み
と
残
念
な
が
ら
奮
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
県
内
枠
の
一
名
は
弘

前
大
卒
で
し
た
の
で
、
弘
前
大

卒
業
生
は
一
昨
年
二
名
、
昨
年

〇
名
よ
り
、
今
年
は
合
格
に
返

り
咲
い
た
感
じ
で
す
。
全
国
枠

学部卒後経過年数別合格者数

在学中 1年 2年 3年 4年 5年
以上

H15年度 3 4 2 2 2 7
H16年度 2 1 3 2 3 9
H17年度 5 2 2 2 4 5
H18年度 3 1 3 2 2 9
H19年度 2 2 4 0 1 11
H20年度 2 3 0 1 1 13
H21年度 7 2 1 0 3 7
H22年度

（3年次前期） 5 2 1 2 1 9

H22年度
（2年次後期） 0 4 4 3 1 8

H23年度
（2年次後期） 0 3 3 3 4 7

H24年度
（2年次後期） 0 1 2 2 5 10

H25年度
（2年次後期） 0 1 4 0 2 13

男女別合格者数

男 女

H15年度 14 6
H16年度 13 7
H17年度 12 8
H18年度 17 3
H19年度 14 6
H20年度 13 7
H21年度 15 5
H22年度

（3年次前期） 17 3

H22年度
（2年次後期） 14 6

H23年度
（2年次後期） 16 4

H24年度
（2年次後期） 20 0

H25年度
（2年次後期） 16 4

入学時年齢別合格者数

22～25歳 26～30歳 30～35歳 36歳以上 平均年齢

H15年度 9 11 0 0 26±2.3
H16年度 7 10 2 1 28±3.7
H17年度 9 6 4 1 27±3.9
H18年度 6 10 4 0 28±3.8
H19年度 7 9 3 1 28±3.6
H20年度 4 11 5 0 28±3.8
H21年度 8 8 3 1 27.05
H22年度

（3年次前期） 7 7 5 1 28.1

H22年度
（2年次後期） 10 7 3 0 26.45

H23年度
（2年次後期） 8 9 1 2 27.1

H24年度
（2年次後期） 2 13 5 0 28.8±3.0

H25年度
（2年次後期） 7 7 5 1 28.1±4.0

大学院修了合格者数

修士 博士 合計

H15年度 8 1 9
H16年度 7 1 8
H17年度 6 3 9
H18年度 9 2 11
H19年度 11 1 12
H20年度 6 4 10
H21年度 6 2 8
H22年度

（3年次前期） 6 1 7

H22年度
（2年次後期） 5 1 6

H23年度
（2年次後期） 6 0 6

H24年度
（2年次後期） 11 2 13

H25年度
（2年次後期） 9 1 10

平成25年度（2年次後期）出身大学
3 名：慶應義塾大
2名：東北大
1名：弘前大、北里大、東京大、星薬科大、東京工業大、武蔵野大、千葉大、早稲田大、岡山大、国際医療福祉大、広島大、岐阜薬科大、
　　　九州工業大、アメリカ創価大、学位授与機構

学
士
編
入
学
（
二
年
次
後
期
）
試
験
が
終
わ
る

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授
）

学部卒後経過年数別合格者数

文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（外国等）

H15年度 6 3 6 0 3 0 0 2
H16年度 8 8 2 0 1 0 1 0
H17年度 4 10 3 1 2 0 0 0
H18年度 1 10 3 0 2 0 3 1
H19年度 0 10 2 1 5 1 0 1
H20年度 2 5 6 0 4 1 1 1
H21年度 3 6 2 2 5 0 2 0
H22年度

（3年次前期） 3 4 5 1 4 0 3 0

H22年度
（2年次後期） 1 9 2 1 3 0 2 2

H23年度
（2年次後期） 4 5 5 0 4 0 2 0

H24年度
（2年次後期） 0 7 1 0 9 0 2 1

H25年度
（2年次後期） 3 8 1 0 4 0 2 2

で
は
慶
應
義
塾
大
が
三
名
と
最

多
で
、
特
定
の
大
学
に
偏
る
こ

と
な
く
、
関
東
圏
を
中
心
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
出
身
者
が

合
格
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
性

別
で
は
男
性
十
六
名
、
女
性
四

名
で
し
た
（
昨
年
度
は
二
十
名

全
員
が
男
性
）。
年
齢
別
で
は

二
十
歳
代
が
十
四
名
、
三
十

歳
代
が
六
名
、
平
均
年
齢
が

二
十
八
・
一
歳
で
あ
り
、
昨
年

の
合
格
者
よ
り
平
均
年
齢
で

〇
・
七
歳
低
く
な
り
ま
し
た
。

学
部
別
で
は
、
理
工
系
八
名
、

薬
学
系
四
名
、
医
療
系
二
名
で

あ
り
、
文
系
（
文
学
、
教
育
学
、

人
間
科
学
）
出
身
者
も
三
名
お

り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か

け
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
前
期
日
程
入

試
、
二
年
次
後
期
学
士
編
入
学

生
入
学
選
抜
が
行
わ
れ
、
一
連

の
選
抜
作
業
の
準
備
や
実
施
に

多
く
の
教
職
員
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
つ
つ
が
な
く
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
す
ぐ

Ａ
Ｏ
入
試
選
抜
が
始
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
も
医
学
部

担
当
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

多
く
の
教
員
の
方
々
や
学
務
担

当
を
は
じ
め
と
し
た
事
務
職
員

の
方
々
に
入
試
業
務
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

選
択
す
る
な
ど
の
文
化
的
背
景

に
よ
る
違
い
を
認
識
す
る
こ
と

は
、
日
本
で
の
動
物
愛
護
を
進

め
て
い
く
上
で
必
要
な
こ
と

と
、
本
講
演
に
よ
り
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
最
後
に
本
慰
霊

式
の
進
行
・
計
画
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
お
よ
び
式

へ
出
席
し
た
方

々
に
こ
の
場
を

か
り
て
深
謝
い

た
し
ま
す
。
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子
で
し
た
。

　

一
方
の
、
高
校
生
の
部
で

は
、
小
学
生
の
部
の
よ
う
な
不

安
は
な
く
、
滞
り
な
く
セ
ミ

ナ
ー
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

高
校
生
の
中
に
は
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
の
胆
嚢
摘
出
を
時
間
内
に

無
事
完
了
さ
せ
、
記
念
写
真
を

と
る
生
徒
も
い
る
一
方
、
か
な

り
苦
戦
す
る
生
徒
も
い
ま
し

た
。
高
校
生
は
進
路
と
し
て
医

師
を
考
え
て
い
る
生
徒
ば
か
り

の
た
め
、
真
剣
に
取
り
組
み
つ

　

去
る
六
月
二
十
九
日
土
曜

日
、
本
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ

Ｃ
）
に
お
い
て
、
小
学
生
と
高

校
生
を
対
象
に
「
外
科
手
術
体

験
セ
ミ
ナ
ー
in
弘
前
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は

次
代
を
担
う
中
高
生
に
、
医
学

や
医
療
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
、
医
師
を
目
指
す
子
が

増
え
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

本
学
所
属
及
び
県
内
の
外
科
医

が
中
心
と
な
っ
て
県
内
各
地
で

行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
昨
年

ま
で
青
森
市
、
八
戸
市
、
む
つ

市
、
五
所
川
原
市
と
県
内
各
地

で
順
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
満
を
持
し
て
弘
前

市
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
例
年
ど
お
り
、
青
森

県
と
共
催
の
高
校
二
・
三
年
生

対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
加
え

て
、
初
め
て
弘
前
市
と
共
催
で

小
学
六
年
生
を
対
象
に
セ
ミ

ナ
ー
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
生
は
四
十
七
名
、
高
校
生
は

五
十
六
名
の
参
加
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
始
め
の
開

会
の
挨
拶
で
は
、
佐
藤
学
長
が

小
学
生
に
「
元
気
に
楽
し
ん
で

と
り
く
ん
で
」
と
い
う
お
言
葉

を
、
高
校
生
に
「
鬼
手
仏
心
」

と
い
う
言
葉
で
外
科
医
の
心
得

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
清
潔
や
滅
菌
の
概

念
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
術
着

と
手
術
用
手
袋
を
着
用
し
て
外

科
医
に
変
身
。
一
グ
ル
ー
プ
八

人
程
度
に
分
か
れ
、
小
学
生
は

①
手
術
縫
合
体
験
②
内
視
鏡
手

術
体
験
③
手
術
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
機
器
体
験
④
最
新
医
療
メ

ス
体
験
と
い
う
四
つ
の
内
容

を
、
高
校
生
は
上
記
に
自
動
縫

合
機
体
験
を
加
え
て
の
五
種
類

の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
小
学
生
対
象
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
に
わ

か
り
や
す
く
、
ケ
ガ
が
無
い
よ

う
に
心
を
配
り
な
が
ら
説
明
し

つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
反

応
し
て
く
れ
る
の
か
、
ち
ゃ
ん

と
つ
い
て
き
て
く
れ
る
の
か
、

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
手
探
り

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ど
の
子
も
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を

熱
心
に
聞
き
な
が
ら
初
め
て
触

る
機
械
│
メ
ス
や
内
視
鏡
│
を

一
生
懸
命
動
か
し
た
り
、
内
視

鏡
な
ど
の
映
像
に
釘
付
け
に

な
っ
て
作
業
し
た
り
、
と
夢
中

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
様

「
小
学
生
・
高
校
生
外
科
手
術

 　

体
験
セ
ミ
ナ
ー
in
弘
前
」
の
開
催

医
学
研
究
科
総
務
グ
ル
ー
プ　

久　

本　

善　

美

　

八
月
八
日
㈭
に
弘
前
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催

さ
れ
、
五
百
名
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
り
会
場
の
基
礎
大
講
堂

が
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
盛
況
で

し
た
（
今
年
五
百
十
四
名
、
昨

年
五
百
七
十
一
名
）。

　

午
前
十
時
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
始
さ
れ
、
ま
ず
は
中
路
重

之
医
学
部
長
か
ら
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
の
歓
迎

と
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
へ

の
誘
い
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
次
い
で
、
若
林
孝
一
学
務

委
員
長
か
ら
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
の
特
徴
あ
る
研
究
・
教

育
に
つ
い
て
の
紹
介
・
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
の
大

門 

真
教
授
か
ら
「
糖
尿
病
〜

今
そ
こ
に
あ
る
危
機
〜
」
と
題

し
た
模
擬
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
や
十
人
に
一
人
は
か
か

る
と
さ
れ
る
代
表
的
な
生
活
習

慣
病
の
本
体
に
迫
る
話
や
、
治

療
・
予
防
の
現
場
の
話
、
さ

ら
に
は
糖
尿
病
学

の
最
新
情
報
が
紹

介
さ
れ
、
大
門
教

授
の
わ
か
り
や
す

い
語
り
に
参
加
者

は
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後

一
転
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
「
学
生
コ
ー

ナ
ー
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
医
学
科
三
年
次
・
四

年
次
の
学
生
諸
君
が
「
学
生
生

活
楽
し
み
中
」
と
題
し
、
楽
し

く
、
か
つ
た
め
に
な
る
学
生
生

活
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
青
森
県
健
康
福
祉

部
か
ら
担
当
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、「
医
学
修
学
資
金
貸
与

制
度
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引

き
続
い
て
施
設
見
学
の
プ
ロ
グ

つ
も
、
生
き
生
き
と
参
加
し
て

い
る
生
徒
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
、
弘
前
大

学
医
学
部
の
紋
章
を
入
れ
た
英

文
標
記
の
修
了
証
書
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
で

は
代
表
の
生
徒
に
袴
田
教
授
か

ら
、
高
校
生
の
部
で
は
藤
病
院

長
と
袴
田
教
授
か
ら
手
渡
し
と

握
手
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
医
療
機
器
の
企
業
の
方
々

や
、
青
森
県
・
弘
前
市
の
各
教

入
試
専
門
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授
）

大 弘
学 前

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
る

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
多

く
の
方
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
も
消
化
器
外
科
の

合
い
言
葉
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
!
」

（
手
術
の
際
に
、
成
功
を
祈
っ

て
言
う
合
い
言
葉
）
を
全
員
で

元
気
に
唱
和
し
て
セ
ミ
ナ
ー
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
医
師
と
い
う
職
業
に
興
味
を

持
ち
、「
こ
こ
で
握
手
し
た
人

は
本
学
医
学
部
に
合
格
す
る
」

と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
無
事
叶
っ

て
、
入
学
し
て
く
る
学
生
が
一

人
で
も
多
く
い
た
ら
と
思
う
と

次
の
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
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神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講

座
と
生
体
構
造
医
科
学
講
座
は

各
々
昭
和
二
十
三
年
に
解
剖
学

第
一
講
座
（
照
井
精
任
初
代
教

授
）、
同
第
二
講
座
（
工
藤
喬

像
三
初
代
教
授
）
と
し
て
開
講

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
昨
年
四

月
に
生
体
構
造
医
科
学
講
座
に

赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
同

時
に
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学

講
座
の
主
任
も
兼
任
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
私
以
外
の
現
在

の
ス
タ
ッ
フ
は
、
各
講
座
に
三

名
の
教
員
と
共
通
の
事
務
職
員

（
白
菊
会
事
務
局
兼
任
）
一
名

と
解
剖
技
術
職
員
二
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
学
専
門
教
育
に

つ
き
ま
し
て
は
、
神
経
解
剖
・

細
胞
組
織
学
講
座
が
組
織
学
全

般
の
講
義
・
実
習
な
ら
び
に
神

経
科
学
講
義
の
一
部
と
脳
解
剖

実
習
を
担
当
し
、
生
体
構
造
医

科
学
講
座
が
肉
眼
解
剖
学
全
般

の
講
義
・
実
習
と
発
生
学
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
両

講
座
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
た

め
、
中
枢
神
経
を
含
む
マ
ク
ロ

か
ら
ミ
ク
ロ
、
さ
ら
に
発
生
学

ま
で
、
解
剖
学
全
て
に
つ
い
て

一
年
を
通
し
て
学
生
の
前
に

立
っ
て
い
ま
す
。
息
を
つ
く
間

も
な
い
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
が
、
自
身
の
脳
神

経
活
動
が
追
い
付
か
ず
教
室
内

外
の
方
々
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
多
く
、
ス

タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
不
可
欠

な
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
他
、

解
剖
学
実
習
環
境
の
改
善
や
組

織
学
実
習
標
本
の
刷
新
な
ど
課

題
は
山
積
み
で
す
が
、
少
し
で

も
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
研
究
で
き

る
時
間
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

各
ス
タ
ッ
フ
は
こ
れ
ま
で

個
々
の
テ
ー
マ
を
も
ち
、
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

よ
り
両
講
座
の
垣
根
を
取
り
払

い
、
解
剖
学
教
室
と
し
て
立
ち

上
げ
た
リ
ン
パ
管
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の

生
体
構
造
医
科
学
講
座
／

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は
魚
類
か

ら
哺
乳
類
ま
で
の
リ
ン
パ
管
の

形
態
発
生
と
系
譜
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
そ

こ
に
求
め
て
い
る
の
は
「
リ
ン

パ
管
と
は
何
か
？
」
に
対
す
る

答
え
で
す
。
系
統
発
生
に
お
い

て
脊
椎
動
物
が
水
棲
か
ら
陸
棲

に
進
化
す
る
過
程
を
体
現
す
る

肺
魚
は
私
た
ち
ヒ
ト
の
直
接
の

祖
先
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
最
近
肺
魚
に
関
わ
る
様
々

な
分
野
の
研
究
推
進
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
肺
魚

研
究
会
」
を
発
足
い
た
し
ま
し

た
（
講
座
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。
二
つ
目
の

テ
ー
マ
と
し
て
、
が
ん
の
進

展
・
転
移
に
関
わ
る
リ
ン
パ

管
・
血
管
新
生
と
が
ん
微
小
環

境
の
動
的
形
態
形
成
を
二
つ
の

新
し
い
研
究
ツ
ー
ル
（
小
型
魚

類
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
ラ
イ

ン
の
ヒ
ト
が
ん
細
胞
移
植
モ
デ

ル
（in vivo

）
と
ヒ
ト
の
リ
ン

パ
管
・
血
管
網
を
も
つ
積
層
培

養
組
織
モ
デ
ル
（in vitro

））

を
用
い
て
時
間
軸
で
追
跡
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
三
次

元
積
層
培
養
技
術
は
生
体
移
植

可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
組
織

材
料
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
、

現
在
、
腹
膜
・
腸
粘
膜
や
栄
養

血
管
網
を
も
つ
血
管
・
リ
ン
パ

管
な
ど
の
作
製
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
春
か
ら
、
こ
れ
ま

で
埃
を
被
っ
て
い
た
実
験
室
に

教
室
員
の
笑
い
声
が
響
き
渡

り
、
実
験
室
内
の
魚
や
細
胞
た

ち
と
一
緒
に
各
々
が
生
き
生
き

と
動
き
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
リ
ン
パ
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
、
で
も
し
っ
か
り

と
し
た
流
れ
を
も
っ
て
解
剖
学

教
室
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教

授
を
初
め
若
輩
者
ば
か
り
の
教

室
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
叱
正
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　公益社団法人青森医学振興会の前身は、弘前
大学医学部後援会として平成11年 3 月に「鵬桜
医学振興会」の名称で設立されました。当時の
遠藤正彦医学部長のご尽力により、平成13年 4
月、名称と定款、組織等を整備し「地域医療の
充実並びに医学の振興に必要な教育研究に援助
を行い、青森県民の医学知識の普及を図り、地
域社会の医療と健康増進の向上に寄与すること」
を目的として、鵬桜医学振興会の拠金をもとに
医学部卒業生を中心とした個人並びに青森県内
医療機関などの法人及び企業から広く会員を募
り、近い将来に「特定公益増進法人」を目指し
弘前大学第 6代学長 臼渕 勇氏を初代理事長とし
てご就任いただき青森県に申請し認可され「社
団法人青森医学振興会」となりました。

　その後、元弘前大学長 吉田 豊氏、元弘前大学

医学部長 菅原和夫氏が理事長を歴任され、定款
に定めた目的に沿って青森県における医学生・
医師及び医学研究者等の教育研究を支援し、青
森県の地域医療の充実を図り、県民の医療と健
康増進の向上及び医学知識を普及するための事
業を展開し、大きな成果を上げて参りました。
青森県民の皆さんの健康増進に寄与できるよう
な医学教育・医学研究は、それぞれの分野を担っ
ている若い人のモチベーションを高めてもらう
ことを目的とした事業こそ、将来を見据えての
青森県民の健康増進という当法人の目的に叶う
ものと思っております。

　平成20年12月の公益法人制度改革関連法の施
行に伴い、当法人は青森県知事の認可を得て、
昨年 4 月 1 日から新たに「公益社団法人青森医
学振興会」とし新たな第一歩を踏み出すことに

なり、平成24年度は滞りなく事業を遂行するこ
とができました。今後益々青森県の医学振興の
ため、事業の推進を図って参る所存でございます。

　「公益社団法人」は、新しい認定基準により公
的に認められた公益性の高い法人で、認定され
た公益事業の法人税は非課税となり、また当会
への寄付金には、寄附された皆々様の所得税や
法人税における控除が認められます。

　つきましては、当振興会の設立の趣旨を御理
解をいただくとともに、事業の遂行のために是
非、活動にご賛同を賜り、ご入会とご寄附をお
願いできれば幸甚です。
　皆様の温かいご支援、ご協力を心からお願い
申し上げます。
　なお、事業計画等の詳細については、ホーム
ページ「公益社団法人青森医学振興会」をご覧
下さい。（http://aomori-mpm.jp/）また、ご入
会とご寄附の納入方法は「医学部ウォーカー」
に掲載されていますので、ご案内いたします。

 平成25年 9 月吉日
 公益社団法人　青森医学振興会
 理事長　棟方　昭博

公益社団法人青森医学振興会の
ご紹介と入会のご案内

理事長
棟方　昭博

ラ
ム
で
す
。
外
科
学
講
座
の
袴

田
健
一
教
授
と
木
村
憲
央
助
教

の
解
説
の
も
と
に
手
術
ビ
デ
オ

が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

毎
年
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
生
徒
達
の
興

味
半
分
か
ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し

に
変
わ
っ
て
い
く
様
は
、
外
科

医
の
生
の
声
に
よ
る
魅
力
的
な

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
施
設
見
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
例
年
の
薬
剤
部
・

検
査
部
・
放
射
線
部
の
三
部
門

は
、
三
十
名
一
グ
ル
ー
プ
と
し

て
一
部
門
二
グ
ル
ー
プ
ず
つ
計

六
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
こ
の
施
設
見
学
に
加
え

て
、
医
学
科
実
習
室
に
お
い
て

臨
床
実
習
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
診
察
モ
デ
ル
を
体
験
し
て

も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
も
新
た
に
設

け
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が

大
変
な
人
気
で
、
実
習
室
が
溢

れ
ん
ば
か
り
に
高
校
生
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
嬉

し
い
悲
鳴
と
と
も
に
来
年
度
へ

の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
設
見
学
と
並
行
し

て
、
在
校
生
と
見
学
者
と
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
医
学
科

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
閉

幕
し
ま
し
た
。
今
年
も
参
加
者

は
、
県
内
、
東
北
各
地
の
み
な

ら
ず
、
全
国
か
ら
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
「
学
生
コ
ー
ナ
ー
」
は
今
年

も
学
生
自
治
会
に
協
力
を
求

め
、
受
付
時
の
誘
導
、
施
設
見

学
の
付
き
添
い
も
担
当
し
て
も

ら
い
、
参
加
し
た
生
徒
と
医
学

科
学
生
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が

増
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
回

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
準

備
や
当
日
の
施
行
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
学

生
諸
君
、
学
務

グ
ル
ー
プ
に
、

深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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●
大
学
院
医
学
研
究
科

採
用
（
25
・
６
・
１
）

　
統
合
機
能
生
理
学
講
座　

助
教

　

長
友　

克
広
〈
奨
励
研
究
員
〉

　
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

助
教

　

田
中　

真
実
〈
実
験
助
手
〉

　
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座　

助
手

　

岡
野　

大
輔

　
〈
農
学
生
命
科
学
部
技
術
補
佐
員
〉

　

医
学
研
究
科
基
礎
校
舎
の
玄

関
前
に
二
本
の
黒
松
が
、
弘
前

大
学
医
学
部
同
窓
会
鵬
桜
会
が

六
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
同
窓
会
前
理
事
長
の

石
戸
谷
忻
一
先
生
か
ら
寄
贈
さ

れ
、
八
月
七
日
に
石
戸
谷
先

生
、
同
窓
会
理
事
長
の
西
澤
一

治
先
生
、
中
路
重
之
医
学
研
究

科
長
、
藤 

哲
附
属
病
院
長
列

席
の
も
と
、
黒
松
寄
贈
に
感
謝

す
る
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
多
く

の
教
職
員
に
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

中
路
研
究
科
長
か
ら
、
黒
松

寄
贈
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
こ

れ
を
石
戸
谷
松
と
呼
び
、
大
切

に
育
て
、
医
学
研
究
科
の
発
展

を
末
永
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
石
戸
谷
先
生
か
ら
、
二
本

の
松
に
込
め
た
思
い
に
つ
い

て
、
駐
車
場
側
か
ら
見
た
右
側

の
背
の
高
い
松
は
教
職
員
を
、

左
側
の
松
は
学
生
を
表
し
、
二

本
の
松
が
強
い
絆
で
お
互
い
を

高
め
、
弘
前
大
学
医
学
部
の
発

展
を
期
待
し
て
贈
っ
た
こ
と
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
町
地
区
環
境
整
備
委
員
会
委
員
長　

土　

田　

成　

紀

（
ゲ
ノ
ム
生
化
学
講
座　

教
授
）

　

そ
の
よ
う
な
意
図
を
理
解
し

て
二
本
の
松
を
観
察
す
る
と
、

右
側
の
松
は
、
左
側
の
松
に
身

を
寄
せ
る
よ
う
に
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
二
本
の
松
に
大
小
の
自

然
石
が
配
置
さ
れ
た
立
派
な
庭

園
を
整
備
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
戸
谷
先
生
は
、
永
年
同
窓
会

理
事
長
と
し
て
医
学
部
の
色
々

な
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
現
在
も
弘
前
大
学
後
援
会

会
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
今

回
の
寄
贈
に
、
改
め
て
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。

　

医
学
研
究
科
基
礎
校
舎
の
玄

関
前
の
整
備
は
、
本
町
地
区
環

境
整
備
委
員
会
の
積
年
の
課
題

で
し
た
。
二
十
年
程
前
は
、
池

が
あ
り
鯉
が
泳
い
で
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
後
、
花
壇
に
な
り
、

リ
ン
ゴ
の
木
が
植
え
ら
れ
た
の

で
す
が
、
花
が
終
わ
る
と
草
が

生
い
茂
り
、
荒
れ
た
印
象
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
医
学
部
の
正

面
玄
関
と
し
て
の
品
位
を
保
つ

た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
す
る
べ

き
か
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
石

戸
谷
先
生
か
ら
黒
松
寄
贈
の
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ま
た
と
な
い
好
機
と
捉
え
、
医

学
部
教
授
会
の
承
認
を
い
た
だ

き
、
基
礎
校
舎
玄
関
前
の
整
備

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

黒
松
を
備
え
た
庭
園
は
、
医
学

研
究
科
を
訪
れ
る
人
々
の
駐
車

場
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
駐
車
す
る
際
は
、
松
を
傷
つ

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま

た
、
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う

に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
医
学
部
同
窓
会

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
エ
デ
の
木

（
臨
床
研
究
棟
の
南
端
）
や
平

成
十
七
年
卒
業
生
寄
贈
の
モ
ク

レ
ン
の
木
（
基
礎
校
舎
入
口
左

側
）
な
ど
が
成
長
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節
に
、
学
生
、
教
職
員

の
み
な
ら
ず
市
民
に
も
憩
い
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

医
学
部
玄
関
前
に

　
　
　
　

黒
松
贈
ら
れ
る

　

今
年
も
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
短
い
夏
で
す
が
、
北

国
と
は
い
え
弘
前
の
夏
は
結

構
暑
い
。
長
い
北
国
暮
ら
し

で
寒
冷
地
適
応
し
て
い
る
上

に
、
昨
今
皮
下
に
脂
を
ま
と

う
よ
う
に
な
っ
た
身
に
は
エ

ア
コ
ン
が
必
需
品
で
す
。
海

辺
で
の
暮
ら
し
が
多
か
っ
た

小
生
に
と
っ
て
、
夏
の
停
滞

し
た
熱
気
は
こ
た
え
ま
す
。

高
台
に
上
っ
て
見
渡
せ
ば
、

深
緑
の
山
々
が
見
事
に
連

な
っ
て
街
を
取
り
囲
ん
で
い

ま
す
。
あ
ぁ
、
山
に
入
っ
て

渓
流
釣
り
で
も
し
た
ら
、
さ

ぞ
涼
し
か
ろ
う
と
思
う
わ
け

で
す
が
、
現
実
は
陽
が
沈
ん

で
か
ら
冷
た
い
飲
み
物
を
探

し
に
フ
ラ
フ
ラ
と
道
を
降
り

下
り
、
身
の
内
に
渓
流
を
作

る
の
が
関
の
山
で
す
。
先
日

若
い
学
生
さ
ん
た
ち
と
会
食

し
ま
し
た
。
学
生
も
夏
休
み

は
結
構
忙
し
く
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
色
々
不
安
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
夢
も
楽
し
み

も
あ
る
よ
う
で
一
安
心
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。「
じ
っ
く

り
自
分
の
道
を
考
え
ろ
。」

と
は
学
生
に
よ
く
言
わ
れ
る

も
の
で
す
が
、
一
方
で
は
ど

う
転
ん
で
も
良
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
自
分
を
鍛
え

て
、
学
問
、
人
付
き
合
い
、

感
性
、
も
ろ
も
ろ
大
切
に
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
道
を
歩
む
に
は
遠
く
ま

で
歩
け
る
脚
力
が
必
要
で
す

ね
。

　

井
上
陽
水
も
自
曲
「
海
へ

来
な
さ
い
」
の
中
で
歌
っ
て

い
ま
す
。

〜　

太
陽
に　

敗
け
な
い
肌
を
持

ち
な
さ
い
。
潮
風
に　

と
け
あ

う
髪
を
持
ち
な
さ
い
。　

ど
こ

ま
で
も
泳
げ
る
力
と 

い
つ
ま

で
も
唄
え
る
心
と　

魚
（
さ
か

な
）
に
触
れ
る
様
な　

し
な
や

か
な
指
を　

持
ち
な
さ
い
。
海

へ
来
な
さ
い　

海
へ
来
な
さ

い
。
そ
し
て
心
か
ら 

幸
福
（
し

あ
わ
せ
）
に
な
り
な
さ
い　

〜

〜　

風
上
へ　

向
え
る
足
を
持
ち

な
さ
い
。
貝
が
ら
と　

話
せ
る

耳
を
持
ち
な
さ
い
。
暗
闇
を
さ

え
ぎ
る
ま
ぶ
た
と　

星
屑
を
数

え
る
瞳
と　

涙
を
ぬ
ぐ
え
る
様

な　

し
な
や
か
な
指
を　

持
ち

な
さ
い
。
海
へ
来
な
さ
い 
海

へ
来
な
さ
い
。
そ
し
て
心
か
ら 

幸
せ
に
な
り
な
さ
い　

〜

配
置
換
（
25
・
６
・
１
）

　
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

講
師

　

阿
部　

直
樹

　
〈
循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

講
師
〉

命
（
25
・
６
・
１
）

　
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

教
授

　

奥
村　

謙 

　
高
血
圧
・
脳
卒
中
内
科
学
講
座　

准
教
授

　

長
内　

智
宏

辞
職
（
25
・
６
・
11
）

　
糖
鎖
工
学
講
座　

助
手

　

浜　

加
奈
恵

採
用
（
25
・
８
・
１
）

　
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

　

藤
田　

雄

　
〈
国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園
〉

　
分
子
生
体
防
御
学
講
座　

助
教

　

山
㟢　

博
未
〈
学
術
振
興
会
〉

任
期
満
了
（
25
・
８
・
13
）

　
眼
科
学
講
座　

助
教

　

尾
﨑　

拓

　
〈
地
域
医
療
学
講
座　

助
教
〉

採
用
（
25
・
８
・
14
）

　
地
域
医
療
学
講
座　

助
教

　

尾
﨑　

拓

　
〈
眼
科
学
講
座　

助
教
〉

配
置
換
（
25
・
８
・
14
）

　
眼
科
学
講
座　

助
教

　

工
藤　

孝
志

　
〈
地
域
医
療
学
講
座　

助
教
〉

復
職
（
25
・
８
・
14
）

　
眼
科
学
講
座　

助
教

　

竹
内　

侯
雄

●
附
属
病
院

採
用
（
25
・
７
・
１
）

　
集
中
治
療
部　

助
教

　

三
浦　

卓
也
〈
病
院
・
医
員
〉

採
用
（
25
・
７
・
16
）

　
検
査
部　

助
手

　

糸
賀　

正
道

　
〈
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
〉

採
用
（
25
・
８
・
１
）

　
腫
瘍
内
科　

助
手

　

田
中　

諭
〈
病
院
・
医
員
〉

　
麻
酔
科　

助
手

　

澤
田　

匡
宏
〈
病
院
・
医
員
〉

辞
職
（
25
・
６
・
30
）

　
集
中
治
療
部　

助
教

　

長
谷
部　

達
也
〈
病
院
・
医
員
〉

辞
職
（
25
・
７
・
31
）

　
耳
鼻
咽
喉
科　

助
教

　

阿
部　

尚
央

　
〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

辞
職
（
25
・
８
・
31
）

　
眼
科　

助
手

　

盛　

泰
子

　
〈
い
し
か
わ
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

昇
任
（
25
・
８
・
１
） 

 

　
循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

講
師

　

木
村　

正
臣

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
・
助
教
〉

配
置
変
更
（
25
・
７
・
１
）

　
泌
尿
器
科　

助
教

　

鈴
木　

裕
一
朗

　
〈
集
中
治
療
部　

助
教
〉

　
集
中
治
療
部　

助
教

　

杉
山　

尚
樹

　
〈
泌
尿
器
科　

助
教
〉

　

二
〇
二
〇
年
の
夏
季
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
が

東
京
に
決
定
し
ま
し
た
。
同
都

市
で
の
開
催
は
五
十
六
年
ぶ
り

で
、
二
度
の
開
催
は
ロ
ン
ド

ン
、
パ
リ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

ア
テ
ネ
に
続
く
五
都
市
目
（
ア

ジ
ア
で
は
初
）
と
の
こ
と
で

す
。
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
東
北
、

福
島
の
こ
と
を
思
う
と
複
雑
な

気
持
ち
に
な
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

東
京
五
輪
が
日
本
で
素
晴
ら
し

い
歴
史
を
作
る
よ
う
に
、
国
民

全
体
で
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
前
回
の
東
京
五
輪

の
開
催
を
控
え
て
制
定
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
は
、
平
成
二

十
三
年
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
へ

と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
に
お
け
る
〝
目

指
す
べ
き
具
体
的
な
社
会
の

姿
〞
と
し
て
、
①
青
少
年
が
健

全
に
育
ち
他
者
と
の
協
同
や
公

正
さ
と
規
律
を
重
ん
じ
る
社

会
、
②
健
康
で
活
力
に
満
ち
た

長
寿
社
会
、
③
地
域
の
人
々
の

主
体
的
な
協
働
に
よ
り
深
い
絆

で
結
ば
れ
た
一
体
感
や
活
力
が

あ
る
地
域
社
会
、
④
国
民
が
自

国
に
誇
り
を
持
ち
経
済
的
に
発

展
し
活
力
あ
る
社
会
、
⑤
平
和

と
友
好
に
貢
献
し
国
際
的
に
信

頼
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
国
、
の
五

つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
の
〝
健
康
で
活
力
に

満
ち
た
長
寿
社
会
〞
と
は
中
路

医
学
研
究
科
長
の
ご
寄
稿
で
は

な
い
で
す
が
、
ま
さ
に
青
森
県

が
目
指
す
べ
き
姿
で
す
。
こ
れ

か
ら
五
輪
開
催
に
向
け
日
本
全

体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
青

森
県
で
も
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
教

養
の
普
及
を
は
か
り
、
七
年
後

に
は
長
寿
県
の
仲
間
入
り
を
果

た
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
石
橋　

記
）

診
療
教
授
等
新
規
称
号
付
与
者

診
療
教
授

　

小
林　
　

恒
（
歯
科
口
腔
外
科　

准
教
授
）

　
　
（
25
・
７
・
１
〜
28
・
６
・
30
）

臨
床
教
授

　

柳
沼　

厳
弥
（
青
森
県
立
中
央
病
院　

心
臓
血
管
外
科
部
長
）

　
　
（
25
・
６
・
１
〜
28
・
５
・
31
）

弘
前
大
学
医
学
部

　

臨
床
教
授
・
臨
床
准
教
授

　
　
　
　
　

新
規
称
号
付
与
者


